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る橋脚2基が転倒した（写真 -11）。さらに、上部

構造の流失の際に生じたと推測される、桁端部と

落橋防止構造により連結されていた右岸側橋台パ

ラペットの破壊や橋座端部の欠落ちも確認された。   
上部構造の流失は、上記のほか国道219号鎌瀬

橋や県道の相良橋（写真-12）、坂本橋など全9橋
確認された。また、橋台背面土全体の流失が1橋
(人吉市道天狗橋)で確認された。下部構造に関す

る特徴的な被災として、県道の深水（ふかみ）橋

では、無筋コンクリートで構築されていた橋脚1
基の折損が確認された（写真-13）。 

（国総研：西田、白戸、渡邉、七澤、藤原 
土研：宮武、浅井、杉本、上仙、澤田） 

7．あとがき 

｢令和2年7月豪雨｣による災害は激甚な災害で

あり、広域で多くの犠牲者を出した上に住宅の倒

壊等の発生、交通やライフラインの広範囲にわた

る途絶、地域全体の日常業務や業務環境の壊滅を

もたらした。 
今後、国総研及び土研は関係機関とともに被害

施設の復旧や大雨による災害に対する安全性の向

上に資する技術的課題について取り組む所存であ

る。 
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写真-11 下部構造が転倒した神瀬橋(8月25日撮影) 

写真-12 上部構造が流出した相良橋(7月7日撮影) 

写真-13 橋脚が折損した深水橋(7月5日撮影) 
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